
趣　旨1
　新型コロナウイルス感染症への対応が長期化するなか、子どもや子育て家庭の生活環境が変化
することにより、新たな課題に直面していることが想定されます。保育士等には、子どもや子育
て家庭に最も身近な専門職として、専門性を活かした支援がこれまで以上に期待されています。
　一方で、コロナ禍においては、感染症対策と創意工夫による保育実践が求められており、これ
までの取り組み等を振り返ることが必要となっています。
　本研修会では、保育をとりまく諸課題、および制度動向等に関する理解・共通認識を深め、主
任保育士・主幹保育教諭およびリーダー的職員の知識・技術の向上につなげています。
　今年度は、改定された「保育所における自己評価ガイドライン」（令和2年3月）の内容を踏ま
え、自己評価の重要性に対する理解を深めるとともに、取り組みを具体的に進める際のポイント
等について全体研修を通して考えます。
　また、コース別研修では、コロナ禍における感染症への対応や、保育士等の確保・育成・定着
に向けた魅力ある職場づくりの一環として、保育の魅力を実習生に伝える際のポイント等を学び
ます。
　保育の専門性を活かした具体的な取り組みについて学び、保育士・保育教諭の自らの専門性の
向上と、子ども主体の保育の実践、子どもの豊かな育ちの実現のための自己研鑽の場として、本
研修会を開催します。

開催方法2
　新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、動画配信による「WEB研修」とします

動画公開期間3
令和3年2月24日㊌ 9:00 ～ 2月27日㊏ 18:00

研修時間4
計210分／�全体研修120分（行政説明30分、講義90分）� �

コース別研修90分

開催要項

第47回

● 全国どこからでも受講可能です。
● 会場への移動時間、旅費がかかりません。
● 都合のよい時間に受講することができます。
● 配信期間内なら、いつでも何度でも見ることができます。
● 聞き逃した部分は戻って聞き直すことができます。

WEB研修

（動画配信
）の

メリット

WEB全国保育士研修会



対　象5
主任保育士・主幹保育教諭、および、保育所・認定こども園等のリーダー的職員等である� �
全国保育士会会員

定　員6
設定なし

参加費7
5,000円（1メールアドレスあたり）
※登録されたメールアドレスにご連絡しますので、1メールアドレス1名の申し込みとしてください。� �

※研修動画の視聴のために使用するURLはお申し込みいただいた方のみ利用可能です。URLの再配布は禁止です。

主　催8
社会福祉法人全国社会福祉協議会・全国保育士会／全国保育協議会

実施主体9
全国保育士会

後　援10
厚生労働省（予定）

プログラム11
時　　間 内　　容

全体研修�
（計120分）

　�行政説明�
（30分）

　�講義�
（90分）

行政説明 保育をめぐる国の動向と課題（仮題）
講　師 ： 厚生労働省 子ども家庭局 保育課

講　　義 保育所における自己評価ガイドラインの活用
講　師 ： 大豆生田 啓友 氏（玉川大学 教授）

○�令和2年3月、厚生労働省は「保育所における自己評価ガイドライン」を改訂した。
○�平成29年3月に改定された保育所保育指針において、保育士等は保育の計画や記録を
通して自らの実践を振り返り、自己評価を通して専門性の向上や実践の改善に努めな
ければならないことが示されていることからも、保育の質の向上には自己評価の取り
組みが必要不可欠である。
○�主任保育士・主幹保育教諭等には、職員1人ひとりに対して自己評価の重要性を伝え
るとともに、積極的な取り組みに向けた環境づくりの役割が求められる。
○�本講義では、保育士等による自己評価の取り組みの重要性を理解するとともに、取り
組みを進めるにあたって大切にすべきことや留意点等を考える。



時　　間 内　　容

コース別研修�
（90分）

※�2つのコースの�
うち1つを選択

A
コース

講　　義 コロナ禍における保育所等の感染症対策
講　師 ： 是松 聖悟 氏（中津市立中津市民病院 副院長）

○�コロナ禍においては、いわゆる「3密」の回避等を取り入れた新しい生活
様式の実践が求められているが、保育所等においては、完全に3密を回避
して保育を実践することは困難である。
○�現在、保育現場では、感染症予防・対策と保育実践の両立に向けて様々
な創意工夫による取り組み、その役割と機能を発揮している。
○�一方で、感染のリスクをぬぐい切れないことは保育士等へのストレス等
の増加にもつながっている。
○�本講義では、正しい知識を得て感染症に対する理解を深めるとともに、質
の高い保育実践の継続に向けて、保育所等において留意すべきことを学
ぶ。

B
コース

講　　義 保育の魅力が伝わる実習生への指導
講　師 ： 那須 信樹 氏（中村学園大学 教授）

○�昨今の保育ニーズの高まりに伴い、保育士等の担い手の確保が喫緊の課
題となっている。
○�その一方で、保育士養成施設の卒業生約15％は他の業界に就職するとい
う現状もある。
○�保育士等をめざす学生が、実習の際に保育士等の職業の魅力や専門性を
正しく理解できるよう、指導する保育者自身も再度自らの職業の魅力や
専門性について振り返り、実習のあり方を検討する必要がある。
○�本講義では、実習を通して保育士等になる決意を固めるプロセスにより
効果的に働きかけるために、学生が実習に臨む際の気持ちや学びたいこ
と等を再確認し、保育の魅力が適切に伝わる実習の方法や内容を考える。

※本研修会のプログラムは、「保育士・保育教諭の研修体系」を踏まえた内容としています。

参加までの流れ12

❶ 専用サイトにて参加申込

URL　https://va.apollon.nta.co.jp/hoiku2021/

※�ご使用のインターネット環境により、動画を視聴できないことがあります。お申込み
前に、本研修会「申込専用サイト」に掲載の「サンプル動画」をお使いのPC等で再
生いただけるかを必ずご確認いただきますようお願いいたします。

❷ 申し込み完了時に、登録されたメールアドレスに参加登録完了と参加費振込のご案内
を送信いたします。

❸ 2月12日（金）までに参加費のお振込みをお願いいたします。

❹ �ご入金確認後、2月19日（金）をめどに、「動画URL」「研修会資料掲載URL」を登録
いただいたメールアドレスに送信します。
※メールが届かない場合は、（株）日本旅行へご連絡ください。

❺ �動画公開期間内（2月24日（水）～2月27日（土））に「動画URL」をクリックして、
動画をご覧ください。



● お問い合わせ先

研修全般に関すること 全国保育士会事務局（担当：志村）

〒100-8980 千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビル
社会福祉法人全国社会福祉協議会　児童福祉部内
TEL. 03-3581-6503 ／ FAX. 03-3581-6509

お申し込みに関すること 株式会社日本旅行（担当：鈴木）

〒160-0017 東京都新宿区左門町16-1 四谷TNビル4階
TEL. 03-5369-3921（受付時間10：30～16：00　土日・祝祭日休業）
FAX. 03-3225-1008

参加申し込み13
参加申込は上記「参加までの流れ①」の専用サイトよりお申し込みください。

参加登録のお申し込み締切　　令和3年2月5日（金）

専用サイトへは全国保育士会ホームページの「研修会」からもアクセスいただけます。

　全国保育士会トップページ ≫ 研修会 ≫ 全国保育士研修会
　URL　https://www.z-hoikushikai.com/kensyukai/index.php

■ �専用サイトで、参加申し込みが完了された方には、登録いただいたメールアドレスに参加登録
完了通知メールが配信されます。

　　注1：�翌営業日を過ぎても申込完了メールが届かない場合は、（株）日本旅行まで必ずご連絡ください。� �
申込完了メールでは、参加費振込についてご案内しております。

　　注2：�お使いのパソコン等でセキュリティのためメールの受信拒否設定をされている方は、@nta.co.jp ドメインか
らのメールが受信できるようあらかじめ設定してください。

■ �参加お申し込みの登録操作方法は、専用サイトのトップページをご確認ください。
■ �締切日令和3年2月5日（金）までの変更・取消は参加者ご自身にて専用サイトで変更等の操
作をしてください。

■ �締切日以降の変更・取消は、専用サイトのお問い合わせフォームからの送信、または（日本旅
行までご連絡ください（お電話での変更取消は致しかねます）。

■ �参加費入金後の参加取消は原則として返金対応を致しかねます。

留意事項14
・�研修の録音、録画、撮影、転用は固く禁止します。
・�研修動画の視聴のためのURLの再配布は禁止します。
・�本年度、本研修は「保育活動専門員」認定制度のポイント対象外です。
・�個人情報の取り扱いについて
　�参加のお申し込みにあたりご提供いただいた個人情報は、本研修会の運営・管理の目的に限っ
て使用します。
　�なお、本研修会の申込受付等に関する業務を委託する株式会社日本旅行には、上記の目的のた
め、情報を共有します。


